
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 5年度 事 業 報 告 書
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1 事業の成果
令和 5年度は新型コロナ感染の影響から開放され、回復の兆しを実感する年となりました。3本柱の事業の
うち、教育事業は前年同様、地域連携事業としての「あむあむニット教室」を開校、但し講師の体調の影響もあ

り、教室はオンライン活用などで継続いただきましたが、翌年の継続については課題が残 りました。マッチンク
゛
事業

としての新規案件はなく、実績を残す事はできませんでした。自主運営事業としては、フィリピンに本をおく

る会の活動を中心に次の活動を展開しました。

①活動支援コンサートはさいちゃれ初めて企画運営するイベントとして 5年ぶりに開催しました。当日は会場の
入場制限数211名 の支援者の皆様をお迎えすることが出来ました。また来年には姉弟デユオ・レ・クロッシュを迎え

て開催を予定します。
②資金活動である「あむあむニット即売会」は大宮アッフ

°
ルハウスでの 2回のみの開催となり、千早会場を活用出来

ないことにより減額となりました。今後は代替会場の確保が課題です。
③紙芝居コンクールでは、制作を支援する SPMスタッフの結婚。出産が続き、十分な支援体制が作れなかったことも

あり1作品のみの参加となりました。
④本年度翻訳のフ

°
ロセスは、CmT GPTを活用する事により、日本語から英語翻訳経由してのタカ

゛
ログ語翻訳が

可能となりました。結果、長く止まっていた新規絵本の翻訳作業がようやく進むようになりました。なお

この翻訳については現地 SPMマリスの支援グルフ
°
による校正を得て完結することを条件としています。さら

に、翌年には支援の要請を私立中学高校と交渉をしており、マッチすれば、強い支援体制を構築することが可

能となります。
⑤現地支援として従来月 3万円の支援をしていましたが、長く据え置いたホ

゛
ランテイア報酬値上げの為、9月 よ

り月 4万円に改定しました。また老朽図書館の修繕として、マンカ
゛
ハン図書館の扉修復・マカ

゛
夕図書館の屋根修

繕・ラトン図書館のひび割れた入り日と壁の修繕を実施しましたが、いずれも応急処置であり、マカ
゛
夕図書館の

リフレッシュエ事は、翌年に持ち越しました。

昨年より開始したインド ourschool支援は 2回目の発送を行いましたが、助成金支援が得られなかったた
め、資金的に厳しく、今後の支援は助成金受領を前提に進めるようにいたします。最後に本年度の助成金

の状況は、4件の申請を行い、1件の取得もなりませんでした。活動にとつて、助成金による支援は大きなウ
エイトを占めるため、翌年は本年以上に積極的に申請活動を進めていまいります。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 1,965】 千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

党盃
対象者
人数

争栗費
(千
円 )

実地見
習体験|

の事業

学・実
のため
あむあむニ ッ ト教
室の開催

4月 ～翌
年 3月
の毎月 4
回

千早教室/

保谷教室ノ
オンライ
ン教室

1人 講座 受講
者

7名 129

その他目的を
達成するため
のインフラの
構築と整備

会員情報の登録 と
ネ ッ トワークの構
築(活動通信発行 )

11月 (年

1回 発

行 )

ネ ッ トワ

ー ク 上 で

の準備

5人
活 動 支援

者

約 300名 99



国際協力活動
の事業とし
て (フィリピ
ン )

フイ リビンに不 を
お くる会の活動支
援のためのニット
即売会開催

7月 ・

12月

大宮 (アッ

フ
°
ルハウス) 各 10人

活動支援

いただ く

お客様

各会 70名
程度

235

フィリビ
お くる会
コンサー

ンに不 を
活動支援
卜開催

10月 自由学園

明日館講

堂

22名
活 動 支援

者

来場者 211
名

507

絵本の翻訳と寄贈
事業

(翻訳は通年ノ寄贈
は年 1回 )

6月

年 1回

発送

翻訳 作業
はネ ッ ト
上ノ発送作
業は浦和

翻訳支援
約 8名

発送支援

5名

フ ィ リピ

ンマ ガ タ

地 区の子

供達

図書館来館
する現地の

子 (1日 約
52名 )

409

現 地 図 書館 連 宮 更

援事業
通年 フィリピ

ンラト

ン・マガ

タ 。マン

ガハン図

書館

現地団体
SPM及
びボラン

テイア約
10名

現地 3つ

の図書館

の運営支

援

SPMス タ
ッフ及びボ

ランテイア

約 10名

491

ICTを活用 した国
際協力支援事業 (紙
芝居参加支援 )

7月 (年

に 1回開

催 )

ネ ッ トを

活 用 した

活動支援

2名
紙芝居参
加す る子
供 と指導
する SPM
メンバー

現地の子供
達約 30名
/指導する S
PMメ ンバ
ー10名

42

国際協力活動
の事業として
(イ ンド)

イ ン ド Outtchool
への子 ども教育支
援 と女性支援の為
の支援品発送

2月 イ ン ドビ
ハ ール 州
ブ ッダガ
ヤ

1名
Ourschool
に通 う子
供と女性

50名 52

(2)そ の他の事業 (事業費の総費用 【    】千円)
疋款 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)



書式第 13号 (法第 28条関係)

令和 5年度 活動計算書 (その他事業が
事 業 報 告 用

上.登場合)
特定非営利活動法人 シニアの再チャレンジを支援する会

一―――重墓ニユーー睾― ___」』二劇L‥‥‥
需

7Q000受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費

1

70,000

332,500
34,500
180.000

547,0002 受取薔附金
受取寄附金
施設等受入評価益
ポランテイア受入評価益

03 受取助咸金専
受取補助金

39,300

1,307,870

1,347.170事業収益
実地見学 。実習体験のための事業収益
その他目的を達成するためのインフラの構築と整備収益事業収益
国際協力活動の事業収益

4

5 そ ( 10,αЮ

10,000
更取莉恵
~

その他収益
1.974.1‐ KE 益

15Q000

150.000
1,815296

1.96ユ296

用

施設等評価費用

講師謝金 (源泉対象)
現地運営スタッフ謝金
ホ・ランテイア謝金 (源泉対象外)
旅費交通費
会場施設費
イベント等運営諸経費
ホームページ等広報関係
手土産等交際費
振込手数料
通信運搬費
事務用消耗品費
絵本等書籍購入費用
その他経費

30,000

3)(XЮ

118259

148259

０８３

　

６‐６

２００

６５０

５００

'用

用

ポランテイア受け入れ評価費用

証明書発行手数料
その他経費
施設等評価費用

2113
-139.1
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和5年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営 人 シエアの チャレンジ 支 る会

ユイ立:円 |

′lヽ計 ・ 合 計金   額

勤 薔 産
1,015,755

1,015,755現金預金
未収金
棚卸資産
立替金

1,015,I「
]illli「 |][:|::「7i:!:日 1日
: ・・・①

更百西

百可爾爾藤固更夏雇
車両運搬具
什器備品

(2)無影固定資産
ソフトウェア

借地権

(可戸暫責ての他の資産
敷金
長期貸付金

2

雇否T~丁 丁¬衛

【́

1,015,755【A】 資 産 合 計 ①+②
■
１

1負債
127,500

´
Ｏ

Ａ
υ

未払金
預り金
買掛金
預かり源泉税

121L塁塑
liilililililiLll::i:11ili:i::‐

‐‐‐‐‐‐‐‐‐
1『

‐~・~~‐
1:~~~~~7~~i【

::]〕 ,,~

F百百

長期借入金
退職給付引当金

負債合計 0
12′ .

1,027,580
-139_3f15

1,015,755【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

|・1■ 1^|■】■:i

:割 |二 l

|-1 1

L―」■H
【B-2】
~T¬
百¬顧
~~産
の 部

_3田 .」」臣



書式第 16号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人シエアの再チャレンジを支援する会

重要な会計方針

計算書類の作成は、NIЮ法人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12日最終改正 NFЮ法人会計基準協議会)によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引当金の計上基準

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場
.合の会

.計
処理

施設の提供等の物的サービスの受入れは、活動計算書に計上しています。

また計上額の算定方法は「3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。
(5)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況

1.受取会費・入会金
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計

I経常費用
(1)人件費
人件費計
(2)そαX也経費

講師謝金

現地運営ス勢ワ謝金

ボランテイア謝金

業務委託費用

会議費

旅費交通費

会場施設賣

イベント等運営諸経費

ホームページ等広報関係買

手土産等交際費

支援寄付金

振込手数料

通信運搬費

事務用消耗品費

絵本等書籍購入買

その他経費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

(単位

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
ビスの内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。

当法人の正味財産は888′ 195円ですが、そのうち700′ 000円は、下記のように使途が特定されています。

した力めて使途が制約されていない正味財産は188′ 195円です。

計算書類の注記 (23)

(単位 :円 )

4

合計

国際協力活動の

事業として(イン

ト)

事業部門計 管理!部門実地見学。実習体

験のための事業

その他目的を:連

成するためのイン

フラ
`D囀=自

電と整備

国際協力活動の

事業として(フィリピ

ン)

科目

70′000
367′ 000
0

1′ 347′ 170

0

3327500
0

1′ 347′ 170
150,000 40′000

70′000
34′500

０

０

０

０

30′ 000

332′ 500

1′ 307′ 870
120′ 000

39′300

1′829,6701′ 760′ 37039′300 30′ 000

59′700

30′000

13,210

1′650
36′ 616
7′ 083

297,332
470,000
281′ 800
0
0

20,364

358′ 825
73′774
25′022
14′ 300
0

14′ 003

66′540
170′

220′ 000
470′ 000
221′ 800
0

13′ 200
255′ 125
70′574
9′422
14′ 300

12′ 023
182′ 376
134′236
66′540
15,390

330
45′883
6′ 166

297,332

20′364
299′ 125
73′774
25′022
14′ 300
0

12′ 353
256′ 212
163′ 084
66′540

25

7′ 164
44′000
0
0
0

０

０

０

０

77 0
0

30′ 000
0
0
0
0

3′200
15′ 600
0

0
0

27′953
22′682
0
0

148,25952,379128′496 99′435 1′ 684′ 986
148,259 2′ 113′ 5551,684,986 52′379 1′965′ 296128′496 99′435
-3,759 ‐139′ 38575,384 -52′ 379 -135′ 626‐89,196 -69′ 435

金 額 算定方法内容

34,500
同等会議室料金表により算出

(@2′ 300*15回 )
IKEBIZ(としま産業振興フ

°
ラサ
°
)

4F会議スペースの1熙償利用

金額 算定プ内容

180′000事務委託料及びWEB等維持管理費
0盤 僣 提 供

円 )

1/2



期首残高 期末残高 備考内容

0
298′ 268
499′ 538

0
332′ 500
350′ 705

0
281′ 473
499′ 538

0
349′ 295
350′ 705

797.806 683.205 781.011 700.000

翌期フィリピンに本をおくる会の活動資金

現地図書館の改修費用の原資として
1個人からの活動寄付金
2あむあむ収益寄付金

合計

円 )

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳
円 )

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

円 )

8.そ の他特定非営利活動法人の資産、負償及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明ら川こするために必要な事項

・ 事業費と管理費の按分方法

使用用途が特定される費用については、個別仕訳によつて費用配分。その他の経費については使用割合によつて按分しています。

。その他の事業に係る資産の状況

減少 期末帳簿価額科 目 期首取得価額 取得

０

０

０

　

０

　

０

０

０

０

　

０

　

０

0合計

無形固定資産

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

投資その他の資産

敷金

当期借入 当期返済 期末残高科目 期首残高
ｎ

）

合計

計算書類に計上さ

れ F金額
内役員及び近親

者とのコ反弓|
科目

360′000

180′000
180′000

360′ 000

180′000
180′000

5′00015,000

5′00015′000

(藩勁訂耳百)
ポランテイア受入評価益

ポランテイ鰤 費用

活動計算書計

(貸借対照表)

預かり金

貸借対照表計

計算書類の注記 (23) 2/2



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 5 年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人シニ レ ン ジ多
=幡
する会

金  額  ヽ 計 合  計

76575
191,312
47,868
7〔X)000

1,015755
1,015755

0

現金預金

手元現金

ゆうち膊曇行普通預金

ゆうち̀
慮
曇行当座預金

ゆうち」諷行:定期預金

未収金

立替金

立替金

粗卸資産

販売用寄附物品

○○事業未収金
▲▲事業未収金

1瀾

1.015755

(1)有形固定資産
車両運搬具

事業用車両

什器備品
ノ(ソコン

(2)無形固定資産
ソフトウェア

オペレーションシステム

文書編集ソフト

借地権

○○市事業所

(3)おLロモ

…敷金

○○市事業所

長期貸付金

○○銀行

2日

【A】

1,015,755【A】資 産 合 計 ①+②

127,560

112,560
112,560

15(ⅨD
15000
0

未払金

未払金

職員

その他預り金

源泉徴収税

長期借入金

○○銀行借入金

127,56Ю

127,500【B-1】」
888,195B-1B-2 財 産 合 計 A

里 付
"円



書式第 18号 (法第 28条関係)
事 業 報 告 用

令和 5年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並びに

これらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

生墨基盤豊型理塾土上シニヱ⊆題三二主 L二変2=菫」置二重盤L_

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1

⌒

t竺フ
・監事
イワクマ トオル 和5年4月 1日

令和6年3月 31日

年  月  日

奪二  月   日岩熊 徹

2

/~ヽ

く壁フ・監事
ナゴヤミドリ

 

令和5年 4月 1日

令和6年3月 31日

年  月  日

年  月  日名古屋 美鳥

4

⌒

史空フ・監事
ミヤザキヒロユキ 令和5年4月 1日

令和6年3月 31日

年 月

月

日

年 日宮崎 弘行

5 監事

ハヤシトシオ 令和5年4月 1日

令和6年3月 31日

年  月  日

年  月  日林 俊雄

6

/´｀ヽ

製壁ヲ・監事
アオキヨシエ

   
令和5年4月 1日

令不口6年i3月 31日

年

年

月

月

日

日青木 美恵

7

/´｀ヽ

理事翅監ヲ
カ ドワキマサ ト 令和5年4月 1日

令和6年3月 31日

年  月  日

年  月  日門脇 雅人

8 理事・監事

年 月 日

年 月 日

年  月  日

年  月  日

9 理事・監事

年  月  日

年・ 月   日

年 月

月

日

日年

10 理事・監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人主三コ:型:夏:壁:2:L堕.≧:塑

`

」:壼i壁:L登金

氏    名

1 岩熊 徹

2 宮崎 弘行

3 名古
屋 美鳥

4
林 俊雄

5 木下 将詞

6
大箸 渡

7 青木 美恵

8 門脇 雅人

9 堀本 恵子

10 金子 多美江

11 岩渕 裕子

12 宇都宮由美




